
田村市では、令和４年度から 10 年間のまちの未来

や方向性を描いた「第２次田村市総合計画」を、多く

の市⺠の皆さまにご協⼒いただき策定しました。 

これまでの取り組みを振り返るとともに、これから

５年間に必要な取り組みについて考えるワークショッ

プを今年度中全４回開催します。 

最終回である第４回は、第２回と第３回を通じて検

討したみんなのアイデアを会場全体で共有するために

発表会を⾏いました。 

  

 

   

   

  
 

取組名（色は基本目標別） 
いなかで豊かを育む 農林業 
ワクワクチャレンジプロジェクト 

SNS で地元を知ろう！ 

みんなが先生プロジェクト 
～田村市から広がる学びの和～ 

誰もが楽しめる・何でも 
チャレンジできる施設づくり 

子育て支援 少子化対策 

空き家はボーナス 
（負の遺産ではなく宝物） 

チャレンジしやすい 
コミュニティづくり 

総合計画とは？ 

田村市をどのような「まち」にしていくのか、そのた

めにどんなことを実施していくのかを、体系的にまとめ

たものです。 

田村市に住む人が「住んで良かった、住み続けたい」

と思えるよう、市民や様々な団体などと協力し、みんな

の力でつくりあげていくことが大切です。「まちの未来

について考えてみる」「地域のイベントに参加してみる」

といった一人ひとりの小さな一歩が、まちにとって大

きな変革を生み出します。 

これまで各グループで検討した 

「市⺠アイデア」を会場全体で共有しました︕ 

第４回ワークショップの流れ 

発表された意⾒︕一部をご紹介します 

これまでの振り返りとして総合

計画やワークショップの開催目

的、第１回〜第３回までのワー

クショップの検討経過について

説明しました。 

第１回での検討内容も参考にし

ながら、未来につながる具体的

なアイデアについて考えるとと

もに、発表会に向けた準備を⾏

いました。 

第２次田村市総合計画 後期基本計画策定に向けた Tamura Future ワークショップ 
終 回最

発 ⾏︓田村市 総務部 企画調整課 

令和８年２月 28 日（土）9：30〜11：30 

田村市役所｜301 会議室 

⽩⽯市⻑や渡邉副市⻑、箭内教

育⻑を前に、グループごとに、

第２回〜第４回にかけて、話し

合った内容について、発表を⾏

いました。 

田畑、山林 

荒れている 

（後継者不足、魅力

の発信力不足、特

産物がない） 

農業体験、農業の

短期バイト、補助

金の拡充、特産品

の魅力発信 

収入アップ、人口

増、後継者不足解

消、田村市の PR、

交流の場 

分野・業種・世代を

超えて大きな目標

を取り組む、農林

業の楽しさを市っ

てもらう 

発信力が弱い、市

民が地元を知らな

い、世代間交流の

不足、駅が寂しい 

若い人への情報発

信、人が集中しや

すい場所でイベン

ト、世代間交流の

場の創出 

市内外の人に興味

を持ってもらえ

る、田村市の良さ

が再発見される 

交流人口が拡大さ

れる、住民の自信

が出る、経済活性

化、市民自身が誇

れるものに気づく 

学校や地域で「や

りたいことができ

ない」状況が生ま

れ、子どもたちが

夢に挑戦しにくい 

企業やスポーツチ

ームとの連携、市

の文化に触れる機

会や学習成果を発

表する機会の創設 

世代間交流・地域

間交流がうまれ

る、一人ひとりと

学びの輪が広がる 

みんなが先生！ 

オール 

ティーチャー 

タムラ 

子育て世代への情

報発信不足、子ど

もたちが楽しめる

お店が少ない、出

会いの場が少ない 

高校生に SNS の

発信を協力しても

らう、中高生があ

つまる場所をつく

る（空き家の活用） 

定住につながる、

集まりが派生し

て、まちの活性化

につながる 

空き家を自分たち

で少しずつ改修し

てつくりあげる！

（ワクワクが継続し

ていく） 

生涯学習に取り組

むハードルが高

い、誰でもが学ぶ

きっかけがつくれ

る施設がほしい！ 

空き家と廃校を活

用した施設づく

り、拠点があるこ

とを知ってもらう 

地域の色んな場所

で学習ができる！ 

地域の人たちの

『楽しい』につなが

る 

今までにない空き

家・廃校の活用が

できる、お金の負

担軽減が見込める 

空き家の利活用

（防災・防犯や住環

境の改善向上、移

住・定住促進に役

立つ） 

防犯・防災に強靭

なまちにする、現

状調査・整理、事例

の収集・発信、DIY

の勉強会 

安信（心）・安全な

まちとなり、移住

者の増加、新たな

交流が発生し、地

域活性がすすむ 

おうち、交換しま

せんか！？ 

地域への関心が薄

れ、時代にあった

コミュニティにな

っていない、チャレ

ンジしにくい 

事例や地域の声の

共有、気軽に相談

できる場と伴走支

援、交流・協働の機

会創出 

地域のつながりが

強くなる、挑戦が

増える、定住移住

につながる、地域

のイメージ向上 

地域の声やチャレ

ンジの見える化→

小さな挑戦→挑戦

の実績→新たな挑

戦の循環 

課題 
具体的な 

取組 

取組による 

効果 

ワクワク 

チャレンジ 

ポイント 


